
出展技術の分類

技術名称 ホワイトボードの情報共有・データ活用システム 担当部署 デジタルサービス企画本部

NETIS登録番号 なし 担当者 田尻 貴之

社名等 リコージャパン株式会社 電話番号 070-4404-9991

技術の概要

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

ホワイトボードや大判の紙での表示は、作業で手がふさがっていても確認できる、必要な内容を簡単に
追記できる、等の利点があり、幅広く現場業務で活用されていますが、その場でしか情報が共有できず、
記録としても残らないといったデメリットがあります。
Ricoh eWhiteboard 4200（eWB）は、ホワイトボードの利便性はそのままに、遠隔地での情報共有や、
データとして保存や利活用ができる、現場業務のDXを強力に推進するソリューションです。

・遠隔共有機能：eWB上の表示内容、手書き内容を、遠隔地で共有できます。図面や表を表示して双方
から書き込むことができ、情報をリアルタイムで共有することができます。これまで電話や無線などで行っ
ていた情報共有も、文字や図で共有することで、聞き間違い、転記ミス、伝達漏れを防ぐことができます。
・テキスト変換、PDFフォーム：手書きでホワイトボードの様に入力できるだけでなく、テキスト変換機能に
て、その場でテキスト化しPDFデータとして保存できるので、記録用にPC等に転記する必要がありませ
ん。また、PDFフォーム機能や、辞書登録機能で、定型のフォーマットに合わせた入力が簡単にできま
す。
・防塵防水、薄型軽量、バッテリー駆動：環境や場所を選ばず、これまでIT機器が使えなかった過酷な現
場でも使用できます。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

建設現場における、安全上や作業上の注意を、その日の作業内容に合わせて表示することができ、必
要に応じて遠隔から内容の書きかえや追加の指示ができます。
現場のヒヤリハットや、KY活動の記録も、事務所に持ち帰ることなく、その場で手書きで記録できます。
図面や資料等も、A１サイズで表示でき、作業しながらの閲覧や、複数人での閲覧が可能です。
定型の作業記録等も、事務所に戻らなくても、現場で手書きで入力ができ、遠隔の事務所でも内容の
チェックができます。

４．技術の適用範囲

・建設や製造現場における情報共有と記録、図面閲覧
・消防の指揮台
・病院での救急患者受入れ情報の共有と記録

２．技術の内容

５．活用実績

・建設：クラウドストレージと連携して現場の図面閲覧用途で使用。
・製造：食品製造業のお客様で、事務所、作業場、出荷場での情報共有板として使用。
・消防：他ベンダーの消防システムに組み込んで指揮台としての導入が進んでいる。eWB単体での活用
も可能。
・病院：大学附属病院様で、救急患者の受入れ情報の共有と記録に使用。
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６．写真・図・表


